
2016年度より獣医学共用試験の本格実施が始まりました。この試験は獣医学科に在籍

する学生が参加型実習を受ける前に合格することが求められているもので、vetCBTと

vetOSCEの2つの試験で構成されています。

これまで本学は全国に先駆けてCBTトライアル、OSCEトライアルを実施しており、その

過程で得た経験をもとに、vetOSCE対策のためのスキルスラボを開設しています。スキ

ルスラボでは試験前の練習として、牛を繋ぐためのロープワークや、犬の診察手順、聴診

部位の確認、縫合の練習などを各種のシュミレーターを使って行うことができます。

また、各自の進度に合わせて、説明用の動画を見ながら何度でも繰り返して練習できるの

も本学のスキルスラボの特徴です。そのほかにも、学生のコミュニケーション能力開発・

育成のため、模擬クライアントを配した医療面接実習を導入するなど、新しい手法を取り

入れた臨床教育に取り組んでいます。

獣医学共用試験対策における本学の取り組み
TOPICS

獣医学共用試験の詳細はこちら

http://veteso.or.jp/exam/index.html

TOPICS

獣医師国家試験に向けて本学では5年次に学生が獣医師国家試験対策委員会を設けて

います。独自の国家試験対策問題集作成、少人数で行うグループ勉強の場所の調整、さ

らに本学独自の対策講座「土曜学校」の講義内容の立案と講師への依頼など委員を中心

に教員と相談しながら獣医師国家試験の対策に力を入れています。また国家試験終了

後は、後輩のために国家試験問題の解説を学生たちが作成し、獣医師国家試験へのノウ

ハウを受け継いでいきます。

獣医師国家試験対策委員会

1年次

獣医師に必要な教養を身につけるとともに
基礎専門科目を学びます。

獣医学概論
獣医倫理学
獣医解剖学

獣医事法規
獣医微生物学実習
家禽疾病学
獣医寄生虫病学実習
動物衛生学実習（牧場実習含む）

公衆衛生学Ⅱ（食品衛生）

公衆衛生学Ⅲ（人獣共通感染症）

公衆衛生学実習Ⅰ
（人獣共通感染症・環境衛生）

獣医疫学
魚病学
野生動物学Ⅱ（野生動物医学）

獣医総合実習（臨床）公衆衛生学実習Ⅱ
（食品衛生）

疫学演習・実習
獣医内科学各論Ⅴ〜Ⅷ
獣医臨床病理学実習

動物福祉学
獣医解剖学
獣医解剖学実習
獣医発生学
獣医組織発生学実習
獣医生理学
獣医生化学

獣医生理学実習
獣医薬理学
獣医薬理学実習
獣医病理学
獣医病理学実習
獣医免疫学
獣医微生物学
獣医微生物学実習
家禽疾病学
動物感染症学
獣医寄生虫病学
動物衛生学
動物衛生学実習
（牧場実習含む）

比較細胞生物学
生体分子化学

総合獣医学

生物統計学English Communication
独語
仏語
中国語
生命科学研究論
生物学
化学

獣医学特論Ⅰ〜Ⅵ
病院経営学

サイエンスセミナー
産業動物品種論

獣医組織学
獣医生理学
獣医生化学

獣医内科学実習
（一般診断・治療）

獣医内科学各論Ⅰ〜Ⅳ
獣医外科学各論Ⅱ〜Ⅳ
獣医外科学実習Ⅰ（手術学）

獣医外科学実習Ⅱ（麻酔学）

獣医画像診断学実習
産業動物臨床学Ⅰ・Ⅱ
産業動物臨床実習
獣医臨床繁殖学Ⅱ
獣医臨床繁殖学実習
獣医総合実習（臨床）

獣医臨床栄養学
（応用）

獣医外科学各論Ⅴ
獣医救急医療学
獣医総合実習（臨床）

獣医生化学実習
獣医薬理学
獣医遺伝・動物育種学
動物行動学
獣医病理学
獣医微生物学
野生動物学Ⅰ（野生動物基礎）

公衆衛生学総論
公衆衛生学Ⅰ（環境衛生）

毒性学
毒性学実習
実験動物学
実験動物学実習
獣医内科学総論
獣医臨床薬理学
獣医臨床栄養学（基礎）

獣医外科学総論
手術学総論
獣医麻酔学
獣医外科学各論Ⅰ
獣医臨床繁殖学Ⅰ

化学実習
生物学実習

動物心理学
畜産学概論

卒業論文

家畜飼養学物理学
科学史
数学
情報学
文章表現法
健康科学
スポーツ野外活動

心理学
哲学
経済学
法学
臨床獣医学概論
獣医史学
学外実習（基礎）

鳥・特殊動物の臨床

伴侶動物品種論
比較発達心理学実習

2年次

実習を通して基礎獣医学の知識を
確実に身につけます。

3年次

基礎獣医学の知識を土台に、
臨床・応用獣医学を学びます。
研究室に所属します。

4年次

臨床現場での具体的な治療法や
公衆衛生を実習で学びます。

5年次

付属動物医療センターでの
診察に参加します。

6年次

6 年間の総まとめ、
卒論の提出と獣医師国家試験の
準備をします。

必修科目（コアカリキュラム） 必修科目（コアカリキュラム） 必修科目（コアカリキュラム）必修科目（コアカリキュラム）必修科目（コアカリキュラム） 必修科目（コアカリキュラム）

必修科目（コアカリキュラム以外）

専門外国語 学外実習（専門）

必修科目（コアカリキュラム以外）

必修科目（コアカリキュラム以外）

必修科目（コアカリキュラム以外）選択科目

魚病学実習 野生動物学実習

選択科目

選択科目
選択科目

選択科目

放射線生物学

Webシラバスは
こちらから

カリキュラム（一部抜粋）

学びを深め、実践力を高めるさまざまな実習を行っています。

犬、馬、豚、反芻類、鶏を対象

動物とし、主要な器官を目

視で確認することによって

理解し、説明できるように

します。また、対象動物間の

解剖学的な差異、器官が担

う機能と構造の対応関係

や器官の臨床上の重要性

を講義で理解します。 

2 年次

獣医解剖学実習

魚病学をより具体的に理解

するために、魚類の解剖学、

組織学、生理学、病理学お

よび微生物学について行う

実習です。ニジマスやキン

ギョなど、身近な魚を多く

扱います。魚病の診断・治

療に必須の基礎的知識お

よび技術を修得します。

4年次

魚病学実習

動物疾患の代表的な変化

とその意義を、病理組織学

的検索を通して理解し、さ

らに鑑別診断、補助的なあ

るいは追加すべき検索方法

に関する基礎知識を修得

し、動物疾患の成り立ちを

総合的に理解する能力を身

につけます。

3年次

獣医病理学実習

動物に対する外科的治療

法を実施する上で必要な診

断法および治療法に関する

基本的手技を、生体、模型あ

るいは画像教材などで身に

つけます。本学動物医療セ

ンターで勤務している現役

の獣医師による、実務経験

にもとづく授業です。 

4年次

獣医外科学実習
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